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社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
け
る
社
貝
の
除
名
の
可
否

平
成
三
年
一
二
月
一
七
日
山
形
地
裁
酒
田
支
部
判
決
（
昭
和
五
九
年
（
ワ
）
第
五
号
社
員
除
名
請
求
事
件
）

五
号
一
二
七
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
八
三
号
二
三
一
頁
ー
請
求
認
容
（
控
訴
）

判
例
時
報
一
四
二

〔
判
示
事
項
〕
一
　
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
、
社
員
の
一
名
が
他
の
社
員
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
　
商
法
八
六
条
一
項
五
号
の
「
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
義
務
ヲ
尽
サ
ザ
ル
コ
ト
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例
。

〔
参
照
条
文
〕
商
法
八
六
条

〔
事
実
〕
一
　
原
告
X
は
酒
類
の
醸
造
・
販
売
等
を
目
的
と
す
る
合
名
会
社
で
、
現
在
の
社
員
は
被
告
Y
と
訴
外
A
の
二
名
で
あ
る
。

　
二
　
X
の
目
的
と
す
る
酒
類
の
醸
造
・
販
売
等
は
も
と
も
と
Y
の
祖
父
B
が
営
ん
で
い
た
個
人
事
業
を
、
Y
の
父
C
が
承
継
し
た
も
の
で
あ

る
。
X
は
C
の
死
後
、
そ
の
個
人
事
業
を
会
社
組
織
に
す
る
た
め
に
、
昭
和
九
年
一
〇
月
二
五
日
、
B
の
妻
D
、
同
人
ら
の
子
E
、
F
、
G
、

H
お
よ
び
C
の
長
男
Y
（
当
時
未
成
年
者
で
あ
り
、
母
で
あ
る
」
が
財
産
管
理
を
辞
任
し
た
た
め
、
E
が
後
見
人
に
就
任
し
た
）
を
社
員
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
、
A
が
D
の
持
分
の
一
部
を
譲
り
受
け
て
原
告
の
社
員
と
な
っ
た
。
社
員
は
次
々
死

亡
し
前
述
の
通
り
現
在
の
社
員
は
Y
と
A
の
み
で
あ
る
。
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三
　
X
の
代
表
社
員
は
も
と
も
と
D
と
E
で
あ
っ
た
が
、
同
人
ら
が
死
亡
後
は
、
他
の
社
員
ら
は
い
ず
れ
も
遠
隔
地
で
別
個
の
職
業
に
就
い

て
い
た
た
め
、
E
の
子
で
E
死
亡
の
二
年
前
か
ら
X
の
従
業
員
と
し
て
働
い
て
い
た
ー
に
日
常
の
業
務
執
行
を
委
任
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
X

の
社
員
が
Y
と
A
の
二
名
に
な
る
と
、
A
が
事
実
上
業
務
執
行
を
行
う
社
員
と
し
て
、
日
常
の
業
務
執
行
を
ー
に
委
任
し
、
こ
れ
を
受
け
た
ー

は
X
代
表
者
A
の
名
義
で
X
の
業
務
を
遂
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
決
算
報
告
や
重
要
な
取
引
等
に
つ
い
て
、
A
に
適
宜
報
告
を
し
た
り
同
人
と

協
議
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

　
な
お
、
X
の
社
員
総
会
に
お
い
て
、
1
を
X
の
社
員
に
加
え
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
Y
が
こ
れ
に
強
く
反
対
し
た
た
め
、

結
局
現
在
に
至
る
も
同
人
を
社
員
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。

　
四
　
一
方
、
Y
は
昭
和
二
二
年
に
司
法
修
習
生
に
採
用
さ
れ
た
後
、
検
察
官
に
任
官
し
昭
和
五
五
年
二
月
一
日
ま
で
検
察
官
の
職
に
就
い

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
Y
は
X
の
社
員
の
地
位
に
あ
り
、
そ
の
報
酬
も
Y
名
義
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
X
の

社
員
総
会
の
通
知
を
受
け
取
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
出
席
せ
ず
、
業
務
執
行
に
従
事
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
（
た
だ
、
X
側
と
し
て
も
、
こ
の
間
Y

が
検
察
官
の
職
に
あ
り
、
X
の
業
務
執
行
に
従
事
し
な
い
こ
と
に
あ
え
て
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
）
。

　
な
お
、
こ
の
間
、
Y
は
昭
和
四
七
年
五
月
一
五
日
、
A
と
の
間
で
何
ら
協
議
す
る
こ
と
な
く
独
断
で
、
山
形
銀
行
丙
川
支
店
長
に
対
し
、
「
F

は
、
五
月
七
日
死
亡
に
付
き
退
社
し
、
Y
が
X
代
表
者
に
就
任
し
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
取
引
は
、
別
紙
の
印
鑑
に
よ
ら
れ
た
く
、
お
届
け
申

し
上
げ
ま
す
。
」
旨
の
手
紙
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
聞
知
し
た
A
の
代
理
人
弁
護
士
か
ら
書
面
で
「
現
職
の
検
察
官
と
し
て
、
会
社
の
代

表
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
、
法
律
上
妥
当
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
」
と
の
通
知
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
Y
は
、
検
察
官
を
辞
任
し
た
の
ち
も
東
京
都
内
に
居
住
し
、
X
の
業
務
執
行
に
従
事
し
て
い
な
い
う
え
、
X
の
店
舗
に
来
訪
し
た
折

に
は
か
え
っ
て
X
の
従
業
員
に
暴
言
を
吐
き
、
同
人
を
困
惑
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
五
　
Y
は
、
か
ね
が
ね
、
X
の
設
立
当
時
、
亡
D
お
よ
び
亡
E
ら
は
Y
が
未
成
年
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
、
Y
の
母
」
お
よ
び
Y

を
取
り
囲
み
、
暴
力
づ
く
で
」
を
し
て
財
産
の
管
理
を
辞
さ
せ
Y
の
後
見
人
に
就
任
し
た
う
え
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
ほ
し
い
ま
ま
に
、
Y

が
家
督
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
資
産
お
よ
び
亡
C
の
酒
造
業
の
営
業
権
を
、
X
の
資
産
と
す
る
と
の
名
目
の
も
と
に
侵
奪
し
た
も
の
と
思
っ
て

い
た
。
そ
の
意
味
で
X
の
設
立
自
体
が
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
Y
が
終
戦
後
復
員
し
て
Y
ら
の
家
系
で
代
々
受
け
継



が
れ
て
き
た
名
前
を
襲
名
し
た
際
、
当
然
X
の
代
表
社
貝
に
加
え
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の
に
、
亡
D
お
よ
び
亡
E
ら
に
よ
っ
て
排
斥
さ

れ
た
う
え
、
現
在
X
は
あ
た
か
も
ー
の
家
業
の
よ
う
に
、
同
人
の
勝
手
気
ま
ま
に
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
X
の
存
続
、
経
営
体
制
に
強
い
不
満

を
有
し
て
い
た
。

　
Y
は
、
X
を
自
ら
退
社
す
る
意
思
は
な
く
、
逆
に
昭
和
五
六
年
五
月
六
日
、
X
に
対
し
、
解
散
の
訴
を
山
形
地
方
裁
判
所
酒
田
支
部
に
提
起

し
、
昭
和
六
〇
年
一
月
三
一
日
こ
れ
に
敗
訴
す
る
や
控
訴
し
た
が
、
平
成
元
年
一
二
月
二
五
日
に
右
訴
を
取
り
下
げ
て
い
る
。

　
六
　
要
す
る
に
、
Y
は
検
察
官
在
任
中
は
も
と
よ
り
、
X
設
立
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
X
の
業
務
執
行
を
現
実
に
し
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、

真
に
そ
の
よ
う
な
意
思
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
Y
が
X
に
対
し
解
散
の
訴
を
提
起
し
た
こ
と
に
は
、
A
や
ー
の
実
際
の
業
務
執
行
の
当
否
と

は
別
に
、
X
設
立
の
経
緯
や
そ
の
後
の
事
情
を
客
観
的
事
実
に
即
し
て
理
解
せ
ず
、
亡
D
お
よ
び
亡
E
ら
、
ひ
い
て
は
A
や
ー
に
対
す
る
強
い

憤
懲
の
情
が
背
景
を
な
し
て
い
た
。

　
七
　
X
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
Y
の
業
務
執
行
不
従
事
と
X
に
対
す
る
不
当
な
解
散
の
訴
の
提
起
と
を
理
由
に
、
Y
の
除
名
を
請
求
し
た
（
も

っ
と
も
、
X
は
Y
に
よ
る
X
の
金
員
に
対
す
る
不
法
領
得
行
為
を
も
主
張
し
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
、
故
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
等
を
理

由
に
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Y
は
本
案
前
の
主
張
と
し
て
、
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
あ
っ
て
は
社
員
の
一
名
が
他
の
社
員
を
除
名
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
（
大
判
明
治
四
二
年
一
〇
月
一
三
日
民
録
一
五
輯
七
七
二
頁
、
大
決
大
正
一
二
年
一
月
二
〇
日
民
集
二
巻
一
号
八
頁
等
）
と
し
て
、
本
件
の

訴
は
不
適
法
で
あ
る
旨
主
張
す
る
と
と
も
に
、
本
案
請
求
に
つ
い
て
も
争
っ
た
。

〔
判
旨
〕

　
一
　
本
案
前
の
主
張
に
つ
い
て

　
当
裁
判
所
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
社
員
が
二
名
の
会
社
に
お
い
て
も
社
員
の
一
名
が
他
の
社
員
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
商
法
八
六
条
は
、
社
員
の
除
名
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
に
は
、
他
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
社
員
が
三
名
以
上
の
通
常
の
場
合
を
規
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
理
由
の
み
で
、
社
員
が

商
事
判
例
研
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七
〇
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三
四
六

二
名
の
会
社
に
つ
き
除
名
を
一
切
否
定
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
ま
た
、
X
（
Y
の
誤
り
か
ー
評
釈
者
注
）
が
挙
げ
る
大
判
明
治
四
二
年

一
〇
月
一
三
日
民
録
一
五
輯
七
七
二
頁
、
大
決
大
正
一
二
年
一
月
二
〇
日
民
集
二
巻
一
号
八
頁
等
は
、
社
員
が
二
名
の
会
社
に
お
い
て
除
名
を

肯
定
す
る
と
、
会
社
は
当
然
に
解
散
し
、
会
社
の
存
続
を
図
る
法
の
趣
旨
に
抵
触
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
除
名
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
昭
和
二
二
年
の
商
法
改
正
前
の
判
例
で
あ
り
、
右
改
正
に
よ
り
、
社
員
が
一
名
に
な
っ
た
場
合
で
も
新
た
な
社
員

を
加
え
て
会
社
を
継
続
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
（
九
五
条
二
項
）
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
右
判
例
は
も
は
や
現
行
法
の
も
と
で
は
妥
当
せ
ず
、

会
社
の
解
散
を
生
ず
る
と
の
理
由
で
除
名
を
否
定
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
二
　
本
案
請
求
に
つ
い
て

　
X
の
社
員
で
あ
る
A
と
Y
と
の
感
情
的
対
立
は
激
し
く
、
そ
の
信
頼
関
係
は
完
全
に
破
綻
し
、
両
名
が
一
致
協
力
し
て
X
を
継
続
す
る
こ
と

は
も
は
や
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
（
中
略
）
Y
は
、
X
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
真
に
X
の
業
務
を
執
行
す
る
意
思
を
有
せ
ず
、
現
実

に
も
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
ね
て
か
ら
亡
D
及
び
亡
E
ら
が
Y
の
財
産
を
侵
奪
し
て
X
を
設
立
し
、
か
つ
、

Y
を
X
か
ら
排
除
排
斥
し
た
な
ど
と
恨
み
を
持
ち
、
ひ
い
て
は
A
や
ー
に
対
し
て
も
強
い
憤
懲
の
情
を
抱
く
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
約
三
〇
年

問
在
職
し
た
検
察
官
を
辞
任
す
る
と
、
翻
っ
て
検
察
官
よ
り
X
の
醸
造
業
に
従
事
し
た
か
っ
た
な
ど
と
言
い
出
し
て
、
同
人
ら
の
業
務
執
行
を

一
方
的
に
非
難
し
、
つ
い
に
は
、
A
が
事
実
上
業
務
執
行
に
従
事
し
て
い
る
X
に
対
し
、
解
散
の
訴
を
提
起
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
Y
に
は
、
重
要
な
義
務
（
商
法
七
〇
条
、
六
八
条
、
民
法
六
七
一
条
、
六
四
四
条
）
違
反
が
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
主

観
的
情
状
は
重
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
Y
に
は
商
法
八
六
条
一
項
五
号
に
該
当
す
る
除
名
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

〔
評
釈
〕
判
旨
反
対
（
判
旨
第
一
点
に
は
賛
成
、
第
二
点
に
は
反
対
）

一
　
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
、
会
社
は
社
員
の
う
ち
の
一
名
の
除
名
を
裁
判
所
に
請
求
で
き
る
か
。

1
　
ま
ず
、
Y
の
本
案
前
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
商
法
八
六
条
】
項
の
文
言
に
よ
れ
ば
「
会
社
ハ
他
ノ
社
員
ノ
過
半
数
ノ
決



議
ヲ
以
テ
其
ノ
社
員
ノ
除
名
（
中
略
）
ノ
宣
告
ヲ
裁
判
所
二
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
『
他
の
社
員
の
過
半

数
の
決
議
』
と
法
文
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
」
、
「
合
名
会
社
の
社
員
が
二
人
な
る
時
は
除
名
が
あ
り
得
な
い
」
と
の
見
解
も
あ
る
（
田
中
誠

二
ほ
か
・
四
全
訂
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
一
一
三
頁
。
な
お
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
の
商
法
七
〇
条
の
「
他
ノ
社
員
ノ
一
致
」
と
の
文
言
に
つ
き
、
大
阪
控
判

明
治
四
二
年
五
月
二
五
日
法
律
新
聞
五
八
七
号
一
三
頁
は
、
「
除
名
セ
ラ
ル
ベ
キ
者
以
外
ノ
複
数
社
員
ノ
意
思
ノ
相
合
致
シ
タ
ル
場
合
ヲ
指
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
｝
社

員
ノ
単
独
意
思
二
出
ル
場
合
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
包
含
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
文
理
解
釈
上
疑
ナ
キ
所
」
で
あ
る
と
判
示
す
る
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
本
判
決

が
述
べ
る
よ
う
に
、
通
常
の
場
合
を
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
大
隅
健
一
郎
「
合
名
会
社
の
社
員
の
決
議
ω
」

法
学
論
叢
三
八
巻
一
号
六
二
頁
、
大
隅
臼
今
井
・
会
社
法
論
上
（
第
三
版
）
九
七
頁
。
な
お
、
昭
和
＝
二
年
改
正
前
の
商
法
七
〇
条
の
「
他
ノ
社
員
ノ
｝
致
」
と

の
文
言
に
つ
き
、
片
山
義
勝
・
会
社
法
原
論
（
第
八
版
）
一
七
七
頁
）
。
実
際
、
例
え
ば
、
商
法
七
四
条
二
項
は
競
業
取
引
を
行
っ
た
社
員
以
外
の

過
半
数
の
決
議
に
よ
り
介
入
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
か
か
る
文
言
解
釈
が
普
遍
的
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、

社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
は
介
入
権
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
不
都
合
で
は
な
か
ろ
う
か
（
片
中
前
掲
書
一
七

七
頁
は
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
の
商
法
六
〇
条
二
項
に
つ
い
て
こ
の
点
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
大
野
實
雄
「
合
資
会
社
に
お
け
る
社
員
の
除
名
」
（
旧
）
商
法
演

習
皿
一
一
三
頁
）
。
ま
た
、
過
半
数
と
は
数
字
で
表
現
す
れ
ば
五
〇
％
超
の
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
社
員
一
名
が
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
状

態
は
他
の
社
員
の
一
〇
〇
％
の
賛
成
を
得
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
（
片
山
・
前
掲
は
、
一
人
の
社
員
の
意
思
は
、
他
の
社
員

な
き
と
き
は
実
質
上
他
の
社
員
の
一
致
と
同
一
の
法
律
上
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
い
う
）
。
そ
う
で
あ
れ
ば
文
言
如
何
は
決
定

的
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
2
　
本
判
決
の
実
質
的
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
①
除
名
は
、
会
社
の
存
続
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
社
員
が
二
名
の

合
名
会
社
に
お
い
て
除
名
を
認
め
る
と
、
会
社
は
解
散
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
う
す
る
と
、
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
は
除
名
は

認
め
ら
れ
な
い
（
Y
引
用
の
大
審
院
判
例
）
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
②
昭
和
二
二
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
社
員
が
一
名
と
な
っ
て
も
会
社

継
続
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た
た
め
（
商
法
九
五
条
二
項
）
、
現
在
に
お
い
て
は
そ
う
解
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
う
す
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三
号
（
一
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三
四
八

る
と
思
考
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
右
の
大
審
院
の
考
え
方
、
と
り
わ
け
そ
の
大
前
提
で
あ
る
除
名
は
会
社
の
存
続
を
図
る
た
め
の
も

の
か
を
検
討
し
、
そ
の
の
ち
に
、
昭
和
二
二
年
改
正
に
よ
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
い
か
な
る
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
た
か
を
考
察
す
べ
き
こ

と
に
な
る
。
以
下
少
し
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
。

　
3
　
そ
も
そ
も
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
七
〇
条
は
、
合
名
会
社
に
お
い
て
除
名
さ
れ
る
べ
き
社
員
以
外
の
全
員
一
致
の
決
議
で
、

そ
の
社
員
を
除
名
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
（
訴
に
よ
る
こ
と
は
不
要
で
あ
っ
た
）
。
他
方
、
現
行
商
法
九
五
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
は
な

く
解
散
後
の
会
社
継
続
の
可
能
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
（
ち
な
み
に
、
合
資
会
社
に
お
い
て
は
有
限
責
任
社
員
の
全
員
が
退
社
し
た
場
合
、
会
社
に

残
存
す
る
無
限
責
任
社
員
の
一
致
で
合
名
会
社
と
し
て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
！
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
二
八
条
一
項
）
。
し
た

が
っ
て
、
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
社
員
の
除
名
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
会
社
継
続
の
可
能
性
の
な
い
解
散
を
招
来
す
る

こ
と
を
意
昧
し
、
そ
こ
で
、
会
社
継
続
が
不
可
能
な
場
合
に
も
社
員
を
除
名
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
審
院
判
例
は
こ
れ
を
否
定
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
商
法
第
七
〇
条
二
所
謂
他
ノ
社
員
ノ
一
致
ト
ハ
除
名
セ
ラ
ル
ヘ
キ
社
員
ノ

外
尚
ホ
複
数
ノ
社
員
ア
リ
テ
其
者
等
ノ
意
思
ノ
合
致
ヲ
謂
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
社
員
ノ
除
名
ハ
会
社
力
三
名
以
上
ノ
社
員
ヨ
リ
成
ル
場
合
二

於
テ
有
効
二
行
ハ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
法
律
力
会
社
ノ
解
散
ノ
外
除
名
二
因
ル
社
員
ノ
退
社
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
認
ム
ル

所
以
ハ
一
二
会
社
ノ
存
続
ヲ
図
リ
其
解
散
及
ヒ
新
設
ノ
不
利
ヲ
免
レ
シ
メ
ン
カ
為
メ
ナ
リ
然
ル
ニ
会
社
力
二
名
ノ
社
員
ヨ
リ
成
ル
場
合

二
於
テ
モ
除
名
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ
会
社
ハ
商
法
第
七
四
条
第
五
号
二
依
リ
当
然
解
散
ス
ヘ
ク
法
律
力
存
続
ヲ
図
ル
趣
旨
二
抵
触

ス
ル
ヲ
以
テ
斯
ノ
如
キ
場
合
二
於
ケ
ル
除
名
ハ
到
底
許
ス
可
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
（
大
判
明
治
四
二
年
一
〇
月
；
百
民
録
一
五
輯
七
七
五
頁
、
な

お
、
Y
の
引
用
す
る
も
う
一
つ
の
大
審
院
判
例
で
あ
る
大
決
大
正
一
二
年
一
月
二
〇
日
民
集
二
巻
一
号
八
頁
は
、
無
限
責
任
社
員
一
名
、
有
限
責
任
社
員
二
名
の

合
資
会
社
の
無
限
責
任
社
員
の
除
名
の
事
例
で
あ
る
）
。
す
な
わ
ち
、
解
散
以
外
に
除
名
を
認
め
た
の
は
会
社
の
存
続
を
図
る
た
め
で
あ
る
と
こ

ろ
、
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
除
名
を
認
め
る
と
社
員
が
一
人
と
な
る
こ
と
に
よ
り
当
然
会
社
が
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
い
、
除
名
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
学
説
上
も
か
か
る
見
解
が
多
数
説
で
あ
っ
た
（
松
本
丞
川
治
・
日
本
会
社



法
論
五
五
九
頁
、
六
三
八
頁
、
田
中
誠
二
・
会
社
法
提
要
一
二
一
頁
、
二
六
五
頁
、
烏
賀
陽
然
良
・
判
批
・
法
学
論
叢
一
一
巻
六
号
九
四
頁
な
ど
。
こ
れ
に
対
し

反
対
説
と
し
て
、
片
山
・
前
掲
書
一
七
八
頁
、
山
尾
時
三
・
判
民
大
正
一
二
年
度
二
事
件
八
頁
、
田
中
耕
太
郎
・
判
民
昭
和
八
年
度
九
九
事
件
三
八
○
頁
な
ど
。

な
お
現
行
商
法
八
六
条
に
つ
い
て
、
除
名
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
、
田
中
誠
二
・
三
全
訂
会
社
法
詳
論
下
一
二
四
四
頁
、
田
中
（
誠
）
ほ
か
・
前
掲
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル
一
ニ
ニ
頁
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
大
隅
闘
今
井
・
前
掲
書
九
七
頁
、
山
口
幸
五
郎
・
会
社
判
例
百
選
（
新
版
）
二
五
七
頁
、

上
柳
克
郎
ほ
か
編
・
新
版
注
釈
会
社
法
ω
三
二
三
頁
、
三
一
一
入
頁
［
古
瀬
村
邦
夫
］
な
ど
。
ま
た
民
法
上
の
組
合
に
つ
い
て
、
民
法
六
八
○
条
本
文
の
「
他
ノ
組

合
員
ノ
｝
致
」
に
よ
る
除
名
に
関
し
て
組
合
員
が
二
名
の
場
合
に
除
名
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
崎
地
判
大
正
七
年
四
月
一
一
日
法
律
新
聞
一
三
九
八
号
二

七
頁
、
我
妻
栄
・
債
権
各
論
中
二
（
民
法
講
義
脇
）
八
三
四
頁
）
。
た
し
か
に
除
名
が
会
社
の
存
続
を
そ
の
絶
対
的
な
要
件
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

判
例
の
立
場
は
当
然
に
是
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
除
名
は
会
社
の
存
続
を
前
提
に
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
右
の
判
決
は
直
接
明
示
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
学

説
に
お
い
て
も
こ
の
点
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
（
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
山
尾
・
前
掲
八
頁
）
。
少
な
く
と
も
、
法
文
上
の

根
拠
は
な
く
（
田
中
（
耕
）
・
前
掲
三
入
○
頁
）
、
自
明
の
こ
と
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、

原
点
に
立
ち
戻
り
除
名
な
い
し
退
社
一
般
に
関
す
る
規
定
の
沿
革
に
遡
っ
て
み
よ
う
。

　
我
国
の
現
行
商
法
は
、
解
散
と
は
別
個
に
独
立
の
退
社
制
度
を
設
け
て
い
る
が
（
商
法
八
四
条
、
八
五
条
、
八
六
条
）
、
前
掲
明
治
四
二

年
大
判
の
判
示
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
昭
和
二
二
年
改
正
前
か
ら
と
く
に
変
更
は
な
い
（
昭
和
ご
二
年
改
正
前
商
法
六
入
条
、
六

九
条
、
七
〇
条
）
。
ま
た
民
法
も
、
組
合
に
つ
い
て
独
立
の
脱
退
を
認
め
て
い
る
（
民
法
六
七
八
条
、
六
七
九
条
、
六
八
○
条
）
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
制
度
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
独
仏
法
系
に
お
い
て
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
民
法
は
、
一
人
の
組
合
員
の
告
知
、
死
亡
、
ま
た
は
破
産
は
原
則
と
し
て
組
合
の
解
散
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
（
ド

イ
ツ
民
法
七
壬
二
条
、
七
二
四
条
、
七
二
七
条
、
七
二
八
条
）
。
こ
の
よ
う
な
事
由
は
、
我
国
の
制
度
と
異
な
り
、
原
則
的
に
は
脱
退
原
因
と

は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
組
合
契
約
で
、
こ
れ
ら
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
残
存
組
合
員
の
間
の
組
合
と
し
て
存
続
す
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早
法
七
〇
巻
三
号
（
一
九
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇

る
旨
を
定
め
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
場
合
に
は
そ
の
事
由
の
存
す
る
組
合
員
の
脱
退
を
生
ず
る
と
の
例
外
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

（
同
七
三
六
条
、
七
三
七
条
丁
鈴
木
豫
彌
編
・
新
版
注
釈
民
法
α
の
一
五
二
頁
、
一
五
九
頁
［
菅
原
菊
志
］
、
古
瀬
村
・
前
掲
書
二
〇
四
頁
）
。
ま
た
、
合
名
会

社
お
よ
び
合
資
会
社
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
的
な
退
社
を
原
則
と
し
て
認
め
ず
（
ド
イ
ッ
商
法
；
二
条
、
一
六

一
条
）
、
た
だ
死
亡
、
破
産
、
解
散
告
知
の
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
他
の
社
員
に
よ
り
会
社
を
継
続
す
べ
き
旨
の
定
款
規
定
の
あ
る
と

き
に
か
ぎ
り
、
当
該
一
社
員
の
法
定
退
社
を
定
め
（
同
一
三
八
条
）
、
ま
た
、
他
の
社
員
に
解
散
判
決
請
求
権
を
取
得
せ
し
め
る
よ
う
な
「
重

大
な
事
由
」
が
コ
社
員
に
つ
き
」
生
じ
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
解
散
判
決
に
代
え
て
当
該
社
員
の
除
名
宣
告
を
な
し
う
る
旨
規
定
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
同
一
四
〇
条
。
松
岡
正
美
・
判
批
・
立
命
館
法
学
二
七
号
一
三
八
頁
、
古
瀬
村
・
前
掲
書
三
〇
四
頁
。
な
お
、
同
一
四
二
条
参
照
）
。
こ
の

よ
う
な
法
制
度
の
下
で
は
、
脱
退
（
退
社
）
、
ひ
い
て
は
除
名
が
解
散
回
避
す
な
わ
ち
会
社
継
続
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の

余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
前
述
し
た
と
お
り
、
我
国
の
立
法
は
民
法
上
の
組
合
、
商
法
上
の
合
名
、
合
資
会
社
と
も
に
、
解
散
と
は
別
個
の
独

立
し
た
脱
退
（
退
社
）
を
認
め
て
い
る
（
た
だ
し
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
八
三
条
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ッ
法
と
同
様
の
、
解
散
と
関
連
づ
け
ら
れ
た

除
名
を
も
認
め
て
い
た
）
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
法
と
は
異
な
り
、
我
国
の
民
商
法
の
立
場
は
除
名
に
つ
い
て
会
社
継
続
を
前
提
と
し
て

い
る
も
の
と
は
当
然
に
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
こ
と
自
体
を
表
層
的
に
見
れ
ば
、
除
名
は
解
散
と
は
別
個
独
立
の
制
度
で
あ
る

と
の
位
置
づ
け
も
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
規
定
の
表
層
の
み
を
な
が
め
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
当
否
を
論
ず
る
た
め
に
は
、
次
に
何
故
ド
イ
ツ
と
我
国
と
で
制
度
が
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
論
的

根
拠
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
組
合
を
純
粋
な
契
約
関
係
と
み
る
と
き
は
、
当
事
者
の
交
替
は
常
に
契
約
当
事
者
の
変
更
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
必
然
的

に
組
合
の
同
一
性
の
喪
失
と
い
う
結
果
を
生
ず
る
（
菅
原
・
前
掲
書
一
五
二
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
八
一
一
五
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
マ
法
に
由
来

す
る
契
約
理
論
に
も
と
づ
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
は
独
立
の
脱
退
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。
同
様
に
、
合
名
会
社
に
つ
い
て
原
則
と
し



て
独
立
の
退
社
を
認
め
な
い
こ
と
も
「
ロ
ー
マ
法
以
来
の
厳
格
な
個
人
主
義
的
契
約
理
論
に
由
来
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
松
岡
（
正
）
．

前
掲
一
三
八
頁
）
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
合
名
会
社
に
は
法
人
格
が
な
く
組
合
の
一
種
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編
．

現
代
外
国
法
典
叢
書
㈲
濁
逸
商
法
ω
二
頁
）
、
そ
れ
は
そ
の
意
味
で
は
当
然
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
松
本
・
前
掲
書
五
五
五
頁
は
、
合
名
会
社
を
組
合
と
同

視
す
る
観
念
で
あ
る
、
と
い
う
）
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
は
、
独
立
の
脱
退
（
退
社
）
を
認
め
る
我
国
の
法
制
度
を
説
明
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
我
国
の
民
法
の
立
場
は
組
合
を
単
純
な
契
約
関
係
と
見
ず
、
そ
の
「
団
体
性
」
を
認
め
る
、
な
い

し
は
、
重
要
視
す
る
こ
と
の
結
果
、
解
散
と
は
別
個
独
立
の
除
名
を
認
め
て
い
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
菅
原
．
前
掲

書
一
五
三
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
八
二
六
頁
）
。

　
し
か
し
、
果
た
し
て
「
団
体
性
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
十
分
な
説
明
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
団
体
性
」
と
い
っ
て
も
そ
れ

だ
け
で
は
曖
昧
な
概
念
で
あ
っ
て
そ
れ
が
正
当
な
説
明
概
念
た
り
う
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
上
に
、
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に

つ
い
て
は
、
我
国
の
商
法
は
そ
れ
ら
に
法
人
格
を
付
与
し
て
お
り
（
商
法
五
四
条
】
項
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
四
四
条
一
項
）
、
し
か
も
、

条
文
上
は
そ
の
実
質
を
社
団
（
商
法
五
二
条
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
四
二
条
、
た
だ
し
、
商
法
六
八
条
）
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
こ
の
「
法
人
格
」
「
社
団
」
と
右
の
「
団
体
性
」
と
の
関
係
が
間
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
点
、
組
合
と
社
団
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
あ
り
、
紙
幅
の
制
約
上
、
こ
こ
で
詳
細
に
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
松
田
二
郎
・
株
式
会
社
の
基
礎
理
論
六
七
頁
、
同
「
株
式
会
社
の
社
団
法
人
性
」
株
式
会
社
法
の
理
論
一
一
四
頁
、
鈴
木
竹
雄

「
会
社
の
社
団
法
人
性
」
商
法
研
究
H
一
頁
、
田
中
（
誠
）
ほ
か
前
掲
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
三
頁
、
上
柳
克
郎
ほ
か
編
・
新
版
注
釈
会
社
法
ω
三
二
頁
［
谷
川
久
］

な
ど
参
照
）
。
し
か
し
結
論
の
み
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
人
々
の
意
思
的
な
関
係
」
と
し
て
の
「
出
資
を
な
し
て
共
同
事

業
を
営
む
契
約
」
が
組
合
で
あ
り
、
他
方
「
共
同
事
業
を
な
そ
う
と
す
る
個
人
が
事
業
の
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
に
対
し
（
中
略
）
第
三

者
対
団
体
自
体
、
団
体
対
構
成
員
個
人
と
い
う
関
係
を
持
つ
こ
と
を
意
思
内
容
の
中
に
含
む
か
ぎ
り
、
社
団
性
が
あ
」
り
、
社
団
は
「
個

人
の
事
業
関
係
を
、
対
外
関
係
と
対
内
関
係
と
の
二
段
階
に
構
成
す
る
た
め
の
社
会
的
技
術
」
で
あ
っ
て
、
組
合
と
社
団
と
は
相
互
排
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斥
的
な
も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
（
倉
澤
康
一
郎
「
営
利
社
団
法
人
の
意
義
」
会
社
法
の
論
理
一
六
頁
）
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
か
か
る
見
解

に
立
つ
と
、
民
法
上
の
組
合
の
み
な
あ
ず
、
商
法
上
の
合
名
、
合
資
会
社
も
組
合
契
約
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
（
商
法
六
八
条
は
そ
れ
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
、
さ
ら
に
は
合
名
、
合
資
会
社
の
み
な
ら
ず
民
法
上
の
組
合
に
つ
い
て
も

社
団
成
立
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
独
立
の
脱
退
（
退
社
）
を
認
め
る
我
国
の
立
法
の
立
場
は
、
民
法
上

の
組
合
、
商
法
上
の
合
名
、
合
資
会
社
と
も
に
組
合
契
約
の
結
果
社
団
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
社
会
的
技
術
た
る
そ
の
社

団
の
社
会
的
な
主
体
性
に
法
律
上
も
一
定
の
意
味
を
認
め
た
も
の
（
あ
る
い
は
、
か
か
る
社
団
に
個
々
の
組
合
員
を
越
え
た
独
立
の
意
義
を
認

め
た
も
の
）
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
成
立
の
段
階
に
お
い
て
は
、
組
合
契
約
が
主
で
あ
り
、
そ
の
結
果
社
団

が
形
成
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
一
旦
成
立
し
た
以
上
は
社
団
が
社
会
的
な
主
体
た
る
地
位
を
取
得
す
る
に
至
り
、
逆
に
消
滅

の
場
面
に
お
い
て
は
、
そ
の
基
礎
た
る
組
合
契
約
が
一
部
の
当
事
者
と
の
関
係
で
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
理
論
的
に
は
、
そ
の
結

果
形
成
さ
れ
た
社
団
は
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
組
合
を
純
粋
な
契
約
関
係
と
み
る
か
ぎ
り
、
当
事
者
の
交
替
は
常
に
契
約
当
事
者
の
変
更
で
あ
っ
て
必
然
的
に

組
合
の
同
一
性
を
喪
失
す
る
（
菅
原
・
前
掲
書
一
五
二
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
八
二
五
頁
）
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ロ
ー
マ
法
以
来
の
こ
の
よ
う

な
考
え
方
を
貫
く
と
す
る
と
「
組
合
の
団
体
性
」
と
の
観
念
を
認
め
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
組
合
以
外
の
団
体
が
そ
こ
に

存
在
し
、
そ
の
存
在
を
評
価
し
て
い
る
も
の
と
す
る
の
が
事
柄
の
す
じ
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
そ
の
団
体
が
社
団
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

か
り
に
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
社
団
が
「
法
人
」
か
否
か
は
何
ら
こ
の
場
合
の
結
論
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

に
な
ろ
う
。
け
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
主
体
た
る
社
団
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
「
法
形
式
」
を
「
整
序
す
る
」

（
倉
澤
・
前
掲
書
一
六
頁
）
た
め
に
付
与
さ
れ
る
も
の
が
法
人
格
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
社
団
に
独
立
の
意
義
を
認
め
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
維
持
を
図
る
と
い
う
選
択
肢
を
採
る
と
い
う
こ
と

が
理
論
上
可
能
と
な
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
当
然
に
図
る
べ
し
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
法
制
度
の
採
用



が
可
能
か
否
か
と
、
そ
れ
を
採
用
す
べ
き
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
も
う
一
段
の
論

理
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
組
合
員
の
脱
退
が
常
に
組
合
の
解
散
を
招
く
と
し
た
ら
、
事
業
の
継
続
を
欲
す
る
他
の

組
合
員
や
組
合
債
権
者
に
と
っ
て
不
利
益
で
あ
る
こ
と
を
背
景
と
す
る
、
共
同
事
業
の
維
持
を
図
る
べ
し
と
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
（
菅
原
前
掲
書
一
五
九
頁
参
照
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
合
名
会
社
に
お
い
て
独
立
の
除
名
を
認
め
る
こ
と
の
正
当

性
を
、
我
国
の
合
名
会
社
が
法
人
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
企
業
の
維
持
を
図
り
経
済
上
の
不
利
を
防
ぐ
こ
と
に
求
め
る
見
解
が
あ
る
が
（
烏

賀
陽
然
良
ほ
か
「
商
法
改
正
案
を
評
す
⑥
」
法
学
論
叢
三
四
巻
四
号
六
五
七
頁
、
古
瀬
村
・
前
掲
書
三
〇
五
頁
、
な
お
、
田
中
（
誠
）
・
前
掲
提
要
二
〇
八
頁
は

「
会
社
事
業
の
永
続
性
の
目
的
に
叶
ひ
経
済
上
の
不
利
を
防
ぐ
上
に
於
て
適
当
で
あ
る
．
」
と
述
べ
る
）
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
民
法
上
の
組
合
に
は
あ
て

は
ま
ら
な
い
の
で
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
法
上
の
組
合
に
は
法
人
格
は
な
い
し
、
ま
た
民
法
上
の
組
合
は
企
業
で
あ
る
と
は
か
ぎ

ら
な
い
の
で
あ
る
。
民
法
上
の
組
合
に
も
独
立
の
脱
退
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
根
拠
は
両
者
に
共
通
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
右
の
見
解
が
述
べ
る
「
企
業
の
維
持
」
を
商
法
上
の
概
念
と
は
理
解
せ
ず
、
広
く
「
共
同
事
業
の
維
持
」
と
の
趣
旨

に
理
解
す
れ
ば
、
民
法
上
の
組
合
に
も
あ
て
は
ま
ろ
う
（
民
法
六
六
七
条
一
項
参
照
）
。

　
た
し
か
に
、
共
同
事
業
維
持
の
目
的
か
ら
直
ち
に
組
合
契
約
の
結
果
形
成
さ
れ
る
社
団
自
体
の
維
持
と
い
う
こ
と
が
論
理
必
然
的
に

出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
（
組
合
員
の
一
人
が
営
業
を
引
き
受
け
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ー
ド
イ
ツ

商
法
一
四
二
条
）
が
、
し
か
し
、
団
体
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
と
事
業
維
持
が
図
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
事
業
の
維
持

を
図
る
な
ら
そ
の
主
体
を
変
動
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
か
ら
社
団
自
体
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
我
国

の
商
法
が
ド
イ
ツ
商
法
一
四
二
条
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
推
断
さ
れ
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て

は
、
前
述
の
と
お
り
、
合
名
会
社
の
社
員
の
一
人
に
つ
い
て
解
散
事
由
が
あ
る
場
合
、
裁
判
所
は
申
立
て
に
よ
っ
て
そ
の
者
の
み
の
退

社
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
；
天
条
な
い
し
一
四
｝
条
）
。
し
か
し
、
そ
れ
は
社
員
が
三
名
以
上
の
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
社

員
二
名
の
会
社
に
お
い
て
は
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
社
員
一
名
の
合
名
会
社
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
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こ
で
、
そ
の
場
合
に
も
営
業
の
継
続
を
認
め
よ
う
と
し
て
、
社
員
二
名
の
合
名
会
社
の
場
合
に
は
会
社
の
解
散
を
生
ず
る
も
の
の
、
解

散
事
由
の
な
い
社
員
が
営
業
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
（
同
｝
四
二
条
．
以
上
の
点
に
つ
き
、
前
掲
現
代
外
国
法
典

叢
書
六
九
頁
）
。
そ
う
す
る
と
、
も
し
我
国
の
立
法
が
右
の
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
法
制
を
採
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
事
業
形
態

と
は
関
係
な
く
、
「
共
同
事
業
」
そ
の
も
の
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
え
よ
う
。
し
か
し
、
我
国
の
立
法
は
そ
う
で
は
な
く
一
般

に
独
立
の
脱
退
（
退
社
）
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
国
の
立
法
の
立
場
で
は
組
合
な
い
し
合
名
、
合
資
会
社
と
い
う

事
業
形
態
自
体
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
事
業
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
前
記
の
①
に
つ
い
て
は
理
論
的
に
は
大
審
院
の
立
場
は
是
認
さ
れ
う
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
4
　
次
に
前
記
②
の
点
、
す
な
わ
ち
昭
和
一
三
年
商
法
改
正
に
よ
り
、
除
名
が
会
社
継
続
を
前
提
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う

に
影
響
を
受
け
る
に
至
っ
た
か
、
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
同
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
会
社
継
続
の
制

度
は
大
き
く
変
わ
り
、
合
名
会
社
に
お
い
て
社
員
が
一
名
に
な
っ
て
も
新
た
な
社
員
を
加
え
て
会
社
を
継
続
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
現

行
商
法
九
五
条
二
項
、
な
お
エ
ハ
ニ
条
一
項
）
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
会
社
の
解
散
が
生
ず
る
と
い
う
理
由
で
除
名
を
否
定
す
る
必
要
は
な

く
な
っ
た
と
言
え
る
（
古
瀬
村
・
前
掲
書
三
一
天
頁
、
林
康
平
・
本
件
判
批
・
金
商
九
一
〇
号
四
二
頁
）
。
そ
う
で
あ
れ
ば
改
正
法
の
下
で
は
、
除
名

を
肯
定
し
て
も
社
団
に
独
立
の
意
義
を
認
め
事
業
継
続
を
可
能
に
し
よ
う
と
し
た
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
前
記
②

の
点
に
つ
い
て
も
本
判
決
の
立
場
は
基
本
的
に
是
認
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
会
社
の
継
続
が
認
め
ら
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
い
っ
た
ん
解
散
し
清
算
段
階
に
入
っ
た
の
ち
に
新
た
な
社
員
を

加
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
復
活
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
継
続
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
抽
象
的
な
可
能
性
が

あ
る
に
す
ぎ
ず
絶
対
的
に
会
社
の
消
滅
を
生
じ
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
継
続
の
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
だ
け
で
社
員
二
名
の
場
合
に
除
名
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
な
趣
旨
に
反
す
渇
可
能
性
が
生
じ
え
よ

う
。
し
た
が
っ
て
社
員
二
名
の
場
合
に
除
名
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
具
体
的
に
加
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
そ
の
蓋
然



性
が
高
い
）
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
解
釈
も
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
条
文
上
の
基
礎
を
欠
く
）
。
か
り
に
そ
の
よ

う
な
解
釈
論
を
採
用
す
べ
き
だ
と
し
て
も
、
本
件
で
は
ー
の
加
入
が
審
議
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
要
件
を
充
た
す

こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

　
5
　
以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
の
立
場
（
お
よ
び
前
記
大
審
院
の
立
場
）
は
、
理
論
的
に
は
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際

の
結
果
と
し
て
も
妥
当
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
社
員
二
名
の
会
社
で
除
名
を
肯
定
す
る
か
否
か
で
結
果
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る

か
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
の
場
合
を
含
め
て
一
応
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
最
初
に
昭
和
一
三
年
改
正
前
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
除
名
を
肯
定
し
た
場
合
に
は
ど
う
な
る
か
。
こ
の
場
合
社
員
が
一
人
と
な
る
こ

と
に
よ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
合
名
会
社
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
（
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
七
四
条
二
号
）
、
し
か
も
現
行
商
法
九
五
条

二
項
の
よ
う
な
規
定
は
な
か
っ
た
た
め
、
会
社
の
消
滅
に
向
け
て
清
算
手
続
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
任
意
清
算
の
方
法
に

よ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
（
現
行
商
法
二
七
条
二
項
は
、
昭
和
一
三
年
改
正
法
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
．
上
柳
克
郎
ほ
か
編
・
新
版

注
釈
会
社
法
ω
四
七
一
頁
［
米
沢
明
］
、
田
中
耕
太
郎
・
改
正
商
法
及
有
限
会
社
法
概
説
二
四
頁
）
、
定
款
の
定
め
ま
た
は
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
清

算
手
続
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
故
に
、
最
後
ま
で
残
っ
た
一
人
の
社
員
が
自
由
に
清
算
手
続
を
行
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
退
社
し
た

社
員
は
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
営
業
譲
渡
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
（
松
本
丞
川
治
・
会
社
法
講
義
一
五
〇
頁
）
、
そ
う

す
る
と
自
ら
が
営
業
譲
渡
を
受
け
て
営
業
を
承
継
す
る
と
い
う
形
で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
民
法
上
の

組
合
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
国
歳
胤
臣
「
組
合
員
の
交
替
」
契
約
法
大
系
V
一
七
九
頁
）
。

　
逆
に
、
除
名
を
否
定
す
る
立
場
に
立
つ
と
ど
う
な
る
か
。
こ
の
場
合
、
①
そ
の
ま
ま
会
社
を
継
続
す
る
か
、
②
除
名
請
求
を
し
た
社

貝
が
任
意
退
社
す
る
か
（
除
名
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
社
員
の
任
意
退
社
は
期
待
で
き
な
い
）
ま
た
は
③
会
社
を
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し

か
し
、
①
事
実
問
題
と
し
て
、
割
り
切
れ
な
い
感
情
を
持
つ
社
員
間
で
会
社
の
存
続
運
営
が
支
障
な
く
行
わ
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
（
改

正
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
大
野
（
實
）
前
掲
二
四
頁
）
。
ま
た
、
②
除
名
請
求
を
し
た
社
員
の
任
意
退
社
も

　
　
　
　
　
　
商
事
判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
五



　
　
　
早
法
七
〇
巻
三
号
（
一
九
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
六

期
待
で
き
な
い
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
（
か
り
に
そ
れ
が
期
待
で
き
た
と
し
て
も
、
問
題
の
あ
る
社
員
の
強
制
退
社
を
拒
否
し
て
問
題
の
な
い
社
員

の
任
意
退
社
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
の
が
妥
当
か
否
か
疑
問
で
あ
る
）
。
そ
う
す
る
と
、
③
解
散
の
方
法
に
よ
る
し
か
な
い
。
こ
れ
に
よ

る
場
合
に
は
ω
二
人
の
同
意
が
得
ら
れ
る
か
否
か
（
昭
和
二
二
年
改
正
前
商
法
七
四
条
二
号
、
現
行
商
法
九
四
条
二
号
）
、
ま
た
働
解
散
判
決

（
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
八
三
条
本
文
、
現
行
商
法
二
二
条
一
項
）
に
よ
る
と
し
て
、
直
ち
に
そ
の
要
件
が
充
た
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
（
前
述
し
た
よ
う
に
本
件
判
決
の
当
事
者
間
に
お
い
て
は
、
解
散
判
決
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
ー
山
形
地
裁
酒
田
支
部
判
昭
和
六
〇
年
一
月
三
一
日
判
時
二

五
八
号
二
三
五
頁
）
と
い
う
点
は
、
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
も
し
解
散
し
た
と
す
る
と
、
会
社
を
清
算
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
現
行
商
法
二
七
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
は
な
か
っ
た
た
め
定
款
ま
た
は
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
任
意
清
算
す
る
こ

と
と
な
る
。
し
か
し
、
深
刻
な
対
立
関
係
に
あ
る
二
名
の
社
員
が
清
算
手
続
に
関
与
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
述
の
よ
う
な
営
業
譲

渡
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
営
業
譲
渡
に
つ
き
二
人
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
は
通
常
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
営
業
譲
渡
を
す
る
と
い
う
形
で
事
業
自
体
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
ろ
う
（
な
お
、
国
歳
・
前
掲
｝
七
九

頁
は
、
民
法
上
の
組
合
に
つ
い
て
、
財
産
の
換
価
の
必
要
性
と
い
う
点
か
ら
、
二
人
組
合
の
場
合
に
は
事
業
の
終
止
解
体
を
も
た
ら
す
と
い
う
）
。

　
で
は
、
昭
和
一
三
年
改
正
後
の
現
行
法
の
下
で
は
ど
う
か
。
ま
ず
、
除
名
を
肯
定
す
る
立
場
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
除
名
し
た

と
し
て
も
会
社
継
続
の
可
能
性
を
認
め
て
お
り
（
商
法
九
五
条
二
項
）
、
会
社
が
消
滅
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
次
に
、
か
り
に
会
社
が
清

算
手
続
を
進
め
る
と
す
る
と
、
改
正
法
は
一
一
七
条
二
項
の
規
定
を
新
設
し
、
法
定
清
算
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
た
め
、
残

っ
た
一
人
の
社
員
が
常
に
営
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
が
、
営
業
譲
渡
は
そ
の
一
名
の
社
員
の
同
意
で
可
能
で

あ
る
（
同
一
二
七
条
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
除
名
さ
れ
た
社
員
が
そ
れ
に
関
与
で
き
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
除
名
を
否
定
す
る
立
場
に
立
つ
と
昭
和
ニ
ニ
年
改
正
前
に
つ
い
て
前
述
し
た
の
と
同
様
の
方
途
が
あ
る
が
、
会
社
の

継
続
お
よ
び
任
意
退
社
が
困
難
で
あ
り
、
解
散
（
そ
れ
が
理
論
上
実
際
上
可
能
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
こ
と
は
改
正
前
と
同
様
で
あ
る
）
に
よ
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
は
改
正
前
と
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
解
散
し
た
場
合
に
は
、
前
述
の
と
お
り
、
現
行
法
の
下
で
は
法
定
清
算
に
よ
ら



ざ
る
を
得
な
い
（
同
一
一
七
条
二
項
）
。
こ
の
場
合
、
基
本
的
に
は
清
算
の
手
続
自
体
は
除
名
を
肯
定
し
た
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
決
定

的
な
相
違
は
、
二
名
の
社
員
が
と
も
に
清
算
手
続
に
関
与
す
る
た
め
営
業
譲
渡
が
著
し
く
困
難
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
け
だ
し
、

現
行
法
下
に
お
い
て
営
業
譲
渡
は
、
社
員
の
過
半
数
の
決
議
に
お
い
て
こ
れ
を
な
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
が
（
同
ニ
モ
条
）
、
社
員
二
名

の
合
名
会
社
の
場
合
に
は
そ
の
意
見
の
一
致
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
で
は
、
昭
和
二
二
年
改
正
前
と
結
論
的
に
は
同
じ
で
あ
る
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
の
判
例
に
つ
い
て
は
合
名
会
社
と
い
う
事
業
形
態
の
維
持
と
い
う
点
で
は
と
も
か

く
、
そ
の
根
底
に
事
業
そ
れ
自
体
の
継
続
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
除
名
を
認
め
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
余
地

が
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
除
名
を
否
定
し
て
も
結
局
正
常
な
会
社
運
営
が
で
き
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
そ
の
場
合
解
散
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
事
業
の
維
持
は
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
現
行
法
の
立
場
に
お
い
て
は
、
①
会
社
継
続
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
②
会
社
が
消
滅
す
る
と
し
て
も
個
人
と
し
て
の
事
業
承
継
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
の
二
点
に
お
い
て
除
名
を
肯
定
す

る
ほ
う
が
事
業
維
持
に
資
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
結
果
を
考
え
て
み
た
場
合
、
独
立
の
退
社
を
認
め
る
趣
旨
の
根
底
に
、
事
業
そ
れ
自
体
の
継
続
と
い
う
こ
と

を
措
定
す
る
と
す
れ
ば
、
昭
和
一
三
年
改
正
前
の
大
審
院
の
判
例
の
立
場
は
、
疑
問
と
す
る
余
地
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
本
件
判

決
の
立
場
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
妥
当
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　
6
　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
、
会
社
が
社
員
の
う
ち
の
一
名
の
除
名
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
積
極
に
解
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
二
二
年
改
正
後
に
お
い
て
は
理
論
上
も
結
果
の
上
で
も

妥
当
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
本
件
判
決
の
立
場
に
は
賛
成
し
う
る
。

　
二
　
「
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
義
務
ヲ
尽
サ
ザ
ル
コ
ト
」
の
意
義

　
1
　
社
員
二
名
の
合
名
会
社
に
お
い
て
社
員
の
除
名
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
次
に
本
件
判
決
の
事
案
に
お
い
て
、
商
法
八
六
条

一
項
五
号
の
具
体
的
な
除
名
事
由
が
あ
る
か
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
同
項
の
「
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
義
務
ヲ
尽
サ
ザ
ル
コ
ト
」
と
は
、

　
　
　
　
　
商
事
判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七



　
　
　
早
法
七
〇
巻
三
号
（
一
九
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
八

「
社
員
に
重
要
な
義
務
違
反
あ
る
と
き
」
と
解
す
る
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る
（
昭
和
一
三
年
改
正
前
商
法
七
〇
条
五
号
に
つ
き
、
大
判
大
正
七

年
七
月
一
〇
日
民
録
二
四
輯
一
四
二
二
頁
、
松
本
丞
…
治
・
判
批
・
法
協
三
七
巻
三
号
一
四
八
頁
、
現
行
商
法
八
六
条
一
項
五
号
に
つ
き
、
福
島
地
会
津
支
判
昭
和

四
二
年
八
月
三
一
日
下
民
集
一
八
巻
五
”
六
号
一
七
二
頁
i
た
だ
し
、
代
表
権
お
よ
び
業
務
執
行
権
喪
失
の
事
例
ー
、
古
瀬
村
・
前
掲
書
三
二
〇
頁
な
ど
）
。

す
な
わ
ち
、
故
意
、
過
失
に
よ
り
客
観
的
に
「
重
要
な
義
務
」
を
怠
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
同
条
の
文
言
に
反
す
る
嫌
い
は
あ
る
が
主

観
的
情
状
を
樹
酌
し
て
義
務
違
反
自
体
の
軽
重
の
程
度
を
基
準
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
判
例
・
通
説
の
立
場
に
立
つ
と
、
①
ど
の

よ
う
な
「
義
務
」
に
違
反
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
と
、
②
そ
の
義
務
違
反
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
と
の
二
つ
の
点
が

問
題
と
な
る
。

　
2
　
ま
ず
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
義
務
違
反
が
あ
る
の
か
。

　
第
一
に
、
本
件
判
決
は
Y
は
X
の
業
務
執
行
を
全
く
し
て
い
な
い
と
し
て
商
法
七
〇
条
違
反
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は

他
方
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
X
も
あ
え
て
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
と
の
事
実
、
A
お
よ
び
ー
ら
に
お
い
て
Y
が
X
の
業
務
執
行
に
関
与

す
る
こ
と
を
次
第
に
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
事
実
（
た
だ
し
、
こ
れ
は
元
は
と
い
え
ば
Y
の
適
切
さ
を
欠
く
言
動
が
原
因
を
な
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
、
と
い
う
）
な
ら
び
に
、
Y
が
業
務
執
行
を
な
す
意
思
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
認
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実

か
ら
す
れ
ば
、
Y
が
業
務
執
行
を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
A
Y
間
に
事
実
上
の
合
意
が
で
き
て
い
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
か
り
に
そ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
と
す
れ
ば
、
Y
に
商
法
七
〇
条
違
反
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

商
法
七
〇
条
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
の
な
い
か
ぎ
り
社
員
に
業
務
執
行
の
義
務
を
課
し
て
い
る
が
、
定
款
変
更
は
総
社
員
の
同
意
に

よ
っ
て
な
す
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
（
同
七
二
条
）
、
た
と
え
定
款
変
更
の
形
式
が
践
ま
れ
て
い
な
く
て
も
、
総
社
員
の
合
意
が
あ
れ
ば
同

様
に
考
え
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
定
款
変
更
の
「
定
款
」
と
は
会
社
の
組
織
活
動
に
関
す
る
基
本
的
規
則
そ
れ
自
体
を
指
す
（
多

数
説
ー
米
沢
・
前
掲
書
二
三
三
頁
参
照
）
も
の
で
あ
り
、
定
款
変
更
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
「
総
社
員
の
同
意
」
の
方
式
は
、
社
員
総
会
等
を

必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
格
別
の
規
定
は
な
い
（
米
沢
・
前
掲
書
二
三
六
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
場
合
に
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は



定
款
変
更
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
余
地
も
な
い
で
は
な
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
商
法
七
〇
条
違
反
と
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
に
形
式
論
理
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
本
判
決
の
立
場
に
は
賛
成
し
が
た
い
。

　
第
二
に
、
裁
判
所
は
、
解
散
の
訴
の
提
起
に
つ
い
て
善
管
注
意
義
務
（
商
法
六
八
条
、
民
法
六
七
一
条
、
六
四
四
条
）
違
反
を
認
め
て
い

る
。
民
法
六
七
一
条
は
、
業
務
執
行
組
合
員
に
つ
い
て
、
受
任
者
の
委
任
事
務
処
理
上
の
善
管
注
意
義
務
（
民
法
六
四
四
条
）
を
準
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
組
合
（
し
た
が
っ
て
、
合
名
会
社
）
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
組
合
員
（
し
た
が
っ
て
、
業
務
執
行
社
員
）
が
、

業
務
執
行
行
為
を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
判
例
は
、
解

散
の
訴
の
提
起
を
業
務
執
行
行
為
と
み
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
解
散
の
訴
の
提
起
を
合
名
会
社
の
業
務
執
行
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。
け
だ
し
、
解
散
は
会
社
の
法
人

格
消
滅
を
来
た
す
原
因
で
あ
る
法
律
事
実
で
あ
り
（
上
柳
克
郎
ほ
か
編
・
新
版
注
釈
会
社
法
ω
三
六
一
二
頁
［
平
出
慶
道
］
）
、
会
社
の
存
続
を
前
提
と

す
る
業
務
執
行
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
「
業
務
執
行
と
は
会
社
事
業
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
」

で
あ
っ
て
「
会
社
の
解
散
の
よ
う
な
会
社
の
基
礎
に
関
す
る
行
為
は
含
ま
な
い
」
（
加
美
和
照
・
新
訂
会
社
法
第
四
版
四
三
二
頁
、
米
沢
・
前
掲
書

二
二
三
頁
）
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
解
散
の
訴
提
起
を
善
管
注
意
義
務
違
反
と
す
る
本
判
決
の
立
場
は
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
第
三
に
、
判
決
文
が
間
接
事
実
？
と
捉
え
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
X
の
主
張
し
な
い
主
要
事
実
か
3
山
形
銀
行
丙
川
支
店
長
に
対
し
て

改
印
の
手
紙
を
出
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
け
だ
し
、
Y
A
間
に
お
い
て
前
述
の
よ
う

な
Y
が
業
務
執
行
を
行
わ
な
い
と
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
定
款
変
更
と
評
価
で
き
る
限
度
に
お
い
て
無
権
限
と
な
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
の
無
権
限
を
会
社
が
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
す
れ
ば
会
社
に
効
果
が
及
ぶ
限
度
に
お
い
て
義
務
違
反
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
か
り
に
そ
の
よ
う
な
評
価
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
も
う
一
人
の
社
員
た
る
A
に
対
し
て
何
ら
協
議
す
る
こ
と
な
く
独
断

で
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
商
法
六
八
条
、
民
法
六
七
〇
条
二
項
参
照
）
。
結
局
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
み
、
Y
に
義
務
違
反
が
認
め
ら
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れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

　
3
　
次
に
、
か
か
る
義
務
違
反
が
重
要
な
も
の
か
否
か
。
し
か
し
、
一
般
に
ど
の
よ
う
な
行
為
が
重
要
な
義
務
違
反
に
該
当
す
る
か
、

そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
判
例
・
学
説
上
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
前
掲
大
判
大
正
七
年
七
月
一
〇
日
は
、
会
社
が
ま
だ
解
散
し

て
い
な
い
の
に
、
顧
客
に
対
し
会
社
は
既
に
解
散
し
て
目
下
整
理
中
な
の
で
機
械
の
注
文
は
自
ら
の
自
宅
等
に
宛
て
て
す
る
よ
う
に
と

の
案
内
状
を
郵
送
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
当
時
、
そ
の
社
員
以
外
の
全
て
の
社
員
が
会
社
を
解
散
す
る
ほ
か
な
い
と
考
え
て
お
り
、

ま
ず
営
業
を
中
止
す
る
こ
と
と
し
て
工
場
を
閉
鎖
し
、
職
工
を
解
雇
し
、
そ
の
社
員
に
対
し
会
社
と
同
種
の
営
業
を
な
す
こ
と
を
許
諾

し
た
事
実
さ
え
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
そ
の
社
員
は
鉄
工
の
技
術
を
有
す
る
が
深
く
事
理
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
会
社
は
既
に

解
散
し
た
も
の
と
即
断
し
て
、
会
社
の
顧
客
に
対
し
前
記
の
よ
う
な
案
内
状
を
郵
送
し
た
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は

重
大
な
違
反
に
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
福
島
地
会
津
支
判
は
「
（
会
社
の
）
経
営
が
放
漫
に
流
れ
、
つ
い
に
は
会
社

を
事
実
上
倒
産
さ
せ
、
更
に
そ
の
債
務
整
理
に
関
し
て
も
種
々
の
不
手
際
を
な
し
た
こ
と
、
殊
に
経
理
面
が
杜
撰
な
た
め
会
社
の
規
模

に
比
し
て
不
相
応
に
多
額
の
使
途
不
明
金
（
役
員
仮
払
金
）
を
出
し
た
上
、
そ
の
経
理
に
関
し
て
種
々
の
疑
点
を
抱
か
れ
た
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
も
そ
の
合
理
的
な
釈
明
を
な
し
得
な
い
こ
と
、
ま
た
早
急
に
そ
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
債
務
の
整
理
に
つ
い
て
も
実
現
性
の

な
い
整
理
案
を
作
成
し
、
こ
れ
が
会
社
の
債
権
者
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
殆
ど
な
す
と
こ
ろ
な
く
今
日
に
至
り
、
そ
の
遅
延
損
害

金
に
関
す
る
分
の
み
で
も
会
社
に
日
々
相
当
額
の
損
害
を
与
え
て
い
る
」
と
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
重
要
な
違
反
に
該
当
す
る
旨
判
示

し
て
い
る
（
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
代
表
権
お
よ
び
業
務
執
行
権
喪
失
の
事
案
）
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
判
決
も
「
重
要
」
性
の
判
断
基
準
を

示
し
て
い
な
い
。

　
お
も
う
に
、
除
名
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
所
以
は
、
合
名
会
社
が
社
員
相
互
間
の
信
頼
関
係
を
基
礎
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
が

破
綻
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
同
一
の
構
成
員
に
お
い
て
は
既
に
共
同
事
業
を
行
う
こ
と
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
と
な
る
点
に

求
め
ら
れ
る
（
古
瀬
村
・
前
掲
書
三
一
七
頁
．
な
お
、
前
掲
大
判
昭
和
八
年
六
月
一
〇
日
民
集
一
二
巻
一
四
号
一
四
二
六
頁
、
前
掲
大
決
大
正
一
二
年
一
月
二



○
日
民
集
二
巻
八
頁
参
照
）
。
合
名
会
社
は
社
員
の
人
的
信
用
を
基
礎
と
す
る
会
社
で
あ
る
か
ら
、
社
員
の
中
に
そ
の
信
用
を
破
壊
す
る
行
為

を
な
す
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
会
社
か
ら
排
除
す
る
途
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
大
隅
髄
今
井
・
前
掲
書
九
六
頁
）
と
の
見
解
も
あ
る

が
、
こ
の
「
人
的
信
用
」
が
社
員
の
対
外
的
、
経
済
的
信
用
と
の
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
妥
当
で
な
い
。
け
だ
し
、
除
名
事
由
と
さ
れ

て
い
る
も
の
は
社
員
の
対
外
的
、
経
済
的
信
用
と
は
関
係
の
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
西
原
寛
；
社
員
の
除
名
の
事
由
」
商
事
法
研
究
第
二

巻
四
二
九
頁
参
照
）
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
除
名
原
因
と
し
て
の
「
重
要
な
」
義
務
違
反
も
社
員
間
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
し
て
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
重
要
」
性
の
有
無
は
、
当
該
義
務
違
反
に
よ
っ
て
社
員
問
の
信
頼
関
係
を
破
綻
さ
せ
会
社
継
続
を
不
可
能

ま
た
は
著
し
く
困
難
と
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
か
否
か
と
の
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
本
件
判
決
も
「
A
と
Y
と
の
感
情
的
対
立

は
激
し
く
、
そ
の
信
頼
関
係
は
完
全
に
破
綻
し
、
両
名
が
一
致
協
力
し
て
X
を
継
続
す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

え
」
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
か
る
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
4
　
次
に
、
実
際
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
法
文
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
個
々
の
義
務
違
反
に
つ
い
て
そ
れ
が
重
要
な
も
の
か
否
か
判

断
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
問
題
と
さ
れ
る
社
員
の
義
務
違
反
行
為
を
全
体
的
に
評
価
し
て
重
要
か
ど
う
か
判
断

す
べ
き
で
あ
る
（
前
記
各
裁
判
例
参
照
）
。
け
だ
し
、
除
名
は
個
々
の
行
為
に
対
す
る
民
事
上
の
責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
義
務
違
反
行
為
の
内
容
か
ら
あ
る
社
員
と
他
の
社
員
と
の
間
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
た
か
否
か
の
判
断
に
も
と
づ
く
べ
き
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
と
、
一
つ
一
つ
は
些
細
な
行
為
で
あ
り
そ
れ
自
体
重
要
な
義
務
違
反
と
は
い
え
な
い

が
、
そ
れ
ら
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
り
社
員
間
の
信
頼
関
係
を
失
わ
せ
る
に
至
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
社
員
を
除
名
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
不
都
合
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
件
判
決
の
事
案
を
検
討
す
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
Y
の
義
務
違
反
行
為
と
み
う
る
の
は
山
形
銀
行
丙
川
支
店
長
へ

手
紙
を
出
し
た
行
為
の
み
で
あ
る
。
こ
の
事
実
の
み
で
は
Y
A
間
の
信
頼
関
係
を
喪
失
さ
せ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
昧
で
本
件
判
決
は
、
そ
の
理
論
構
成
の
み
な
ら
ず
、
結
果
自
体
に
も
賛
成
し
が
た
い
。
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で
は
か
り
に
、
本
件
判
決
の
よ
う
に
業
務
執
行
行
為
の
不
従
事
や
解
散
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
義
務
違
反
と
捉
え
る
場
合
に
は
ど

う
か
。
ま
ず
業
務
執
行
行
為
の
不
従
事
を
こ
れ
に
含
め
て
考
え
て
み
る
と
、
義
務
違
反
と
な
る
か
否
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
諸

事
実
や
Y
と
A
（
お
よ
び
D
、
E
等
）
の
対
立
関
係
等
を
考
え
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
を
失
わ
せ
る
程
度
の
も
の
と
言
え
る
か
、

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
前
掲
福
島
地
会
津
支
部
の
判
決
の
事
案
ほ
ど
重
大
と
は
思
え
な
い
し
、
む
し
ろ
、
他
の
社
員
の
側
に
も
そ
れ
を
認

容
し
て
い
た
よ
う
な
事
実
が
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
前
掲
大
判
の
事
例
と
共
通
性
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、

業
務
執
行
行
為
の
不
従
事
を
加
味
し
て
考
え
て
み
て
も
、
解
散
事
由
あ
り
と
は
言
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。
次
に
、
解
散
の
訴
の
提
起

を
併
せ
考
慮
す
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
微
妙
で
あ
る
が
、
Y
が
解
散
の
訴
を
提
起
し
た
の
に
対
抗
す
る
よ
う
に

し
て
A
が
X
の
代
表
者
社
員
と
し
て
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
信
頼
関
係
を
喪
失
さ
せ
る
程
の
重
要
な
義
務
違
反
行

為
と
評
価
で
き
る
も
の
と
言
え
よ
う
（
む
し
ろ
、
解
散
の
訴
を
提
起
し
た
こ
と
の
ゆ
え
に
、
信
頼
関
係
が
破
壊
さ
れ
た
と
言
え
る
）
。
そ
う
す
る

と
、
本
件
判
決
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
義
務
違
反
と
捉
え
る
場
合
に
は
そ
の
結
果
は
是
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
5
　
た
し
か
に
、
本
判
決
の
述
べ
る
よ
う
に
Y
A
間
に
は
信
頼
関
係
が
喪
失
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
Y
の
義
務

違
反
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
商
法
は
信
頼
関
係
を
喪
失
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
を
除
名
事
由
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、

重
要
な
る
「
義
務
」
違
反
を
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
件
の
ご
と
き
「
会
社
経
営
に
は
何
ら
の
問
題
は
な
く
、
同
族

内
で
の
私
的
な
感
情
が
か
ら
ん
だ
利
害
の
対
立
」
の
あ
る
事
例
で
は
、
「
両
当
事
者
の
利
害
関
係
を
慎
重
に
考
慮
」
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
Y
と
A
と
比
較
し
た
場
合
、
Y
の
除
名
を
認
め
る
と
の
結
論
は
妥
当
で
あ
っ
た
、
と
の
見
解
も
あ
る
（
林
（
康
）
・
前
掲
四
四
頁
）
。

し
か
し
、
法
が
義
務
違
反
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
も
し
右
の
見
解
が
Y
と
A
と
の
利
益
状
況
を
比
較
す
る
こ
と

だ
け
に
よ
っ
て
結
論
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
条
文
を
離
れ
た
解
釈
論
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
法
は
社
員
間
の
対
立
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
特
定
の
社
員
を
会
社
か
ら
無
理
矢
理
追
い
出
す
に
は
、
そ
の
者
の
重
要
な
義
務
違

反
行
為
が
必
要
と
の
利
益
衡
量
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
立
法
論
と
し
て
な
ら
と
も
か
く
（
烏
賀
陽
ほ
か
・
前
掲
六
六
一
二
頁
は
、



「
義
務
違
反
と
は
言
え
な
く
て
も
除
名
を
可
と
す
る
程
度
の
不
信
的
行
為
が
あ
り
得
る
」
と
し
て
、
立
法
論
と
し
て
、
「
其
他
重
要
な
る
事
由
あ
る
と
き
と
す
る

方
が
包
括
的
で
よ
い
」
と
す
る
）
、
解
釈
論
と
し
て
は
か
か
る
見
解
に
は
疑
問
が
あ
る
。
本
件
で
は
た
と
え
Y
A
間
で
信
頼
関
係
が
な
く
な
っ

て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
Y
を
一
方
的
に
追
い
出
す
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
解
散
に
よ
る
べ
き
事
案
と
し
て
請
求
を
棄
却
す
べ
き
で
あ

っ
た
と
考
え
る
（
処
分
権
主
義
に
よ
り
、
本
件
の
受
訴
裁
判
所
は
解
散
判
決
を
な
し
え
な
い
）
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
と
お
り
、
本
件
当
事
者
間
で
は

既
に
解
散
請
求
が
棄
却
さ
れ
、
し
か
も
控
訴
審
に
お
い
て
Y
が
訴
を
取
り
下
げ
た
こ
と
か
ら
、
再
訴
の
途
は
原
則
と
し
て
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
っ
て
お
り
（
民
事
訴
訟
法
二
三
七
条
二
項
）
、
そ
の
意
味
で
は
、
紛
争
解
決
と
い
う
裁
判
所
の
実
践
的
な
役
割
か
ら
し
て
、
除
名
を
肯

定
す
る
途
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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